
ＰＡＧＩ法の５０年
①日本・業界の動き
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②感光材料の進歩
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国内「新製品」に
見られる国内カ
ラー感光材料の変
遷

カプラー技術

層構成技術

③感光材料の基本技術とゼラチンとの関係
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乳剤技術

カプラー技術

層構成技術

年　度

現像処理技術

年　度

年　度
第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期 第Ⅴ期 第Ⅵ期

・内型カプラー方式カラーフィルム
(A/G型）

テレビ放送開始（’５
３）

カラーテレビ放送開始（’６０） 大阪万博（’７０） バブル崩壊（’９１） 阪神大震災（’９５）沖縄海洋博（’７５） 銀価格高騰（’８０） つくば科学万博（’８
５）

神武景気（’５５） 東京オリンピック（’６４） 第２次石油危機（’７９） 国鉄解体（’８７） 長野オリンピック（’９８）札幌オリンピック（’７
２）

フィルム関税零

ＡＦ一眼レフカメラ（’８５
～）

ＡＦコンパクトカメラ（’７７
～）

２４枚撮りフィルム（’７６
～）

ＡＰＳシステム（’９６～）高機能コンパクトカメラ（’８４
～）

８ミリビデオ（’８
５）

１１０フィルム（’７２
～）

レンズ付きフィルム（’８６
～）

”マビカ”（’８
１）

デジカメ（’９５
～）

カラーネガ（ＡＳＡ；１６～５０の発売

＜アマチュアカラー創世時代＞ 　＜アマチュアカラー化普及時代＞ ＜国際化・大量生産時代＞ ＜高感度・高画質時代＞   ＜フィルム多様化・大衆化時代＞      ＜簡易操作性・超高画質時代＞

汎用感度ＡＳＡ１００カラーネガの普及
ＩＳＯ４００～３２００カラーネガ製品

群
のラインアップ

分散型ラボ処理方式の普及 デジカメとの競合・共存

・乳化分散型内型カプラー（ＥＫ型）

・マスキングカラードカプラー ・各種機能性放出カプラー

・スライドホッパー型同時多層塗布方式

・海外現像条件適合＝ＥＫ処理方式（高温／迅速処理） ・簡易／低補充（無配管）処理方式

・迅速処理方式（カラーペーパー超迅速処理）

・デジタル処理ハイブリッド
－ラボシステム

・ゼラチン製造工程の一定条件管理

・粒子形成用ゼラチン（ハロゲン化銀結晶構造制御）

・乳化分散物安定化ゼラチン

・乳剤用イナートゼラチン

・高速重層塗布適正ゼラチン

石油危機（狂乱物価（’７３） 東京ディズニーランド（’８
３）

いざなぎ景気（’６９） 元号；平成（’８９） Ｗｉｎｄｏｗｓ９５（’９
５）

岩戸景気（’５９）

・層毎にゼラチンに要求する機能性を追求
（ゼラチンの物理性、化学性の改質・制御により対応）

・ゼラチンを利用した  ハロゲン化銀の増感


